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目的

一般フィボナッチ数列に関して を法とした数列の周期お

よび類方程式について研究する。



用語

一般項が漸化式 を満たす数列は一般

フィボナッチ数列 と呼ぶ。

を法とした一般フィボナッチ数列を 、 と

の対 を として対の列 を定義する。

上記の対の列 は必ず を満たす が

存在する。この時最小の を周期、 を軌

道と呼ぶ。

集合

を を法とした時の全空間 と呼ぶ。



方針

ここでは特に が素数 の時について研究をする。

一般フィボナッチ数列の第 項と第 項の対を第 項

とした対の列の初項を とすると第２項は

となる。 とおくと と表

せる。

全空間 を求める。

全空間 を分割して軌道空間を作る。

それぞれの について類方程式、軌道の数、最大周期を

求める。



の固有多項式は なので、

が整数解をもたないものを 、二つの異なる整数解

をもつものを 、一つの重解を持つものを と

分類する。

について、 となるような を求

め、表にして観察してみる。

を法とした場合の類方程式と 、 を法とした場合の

の類方程式の関係を考察する。



考察と推測

考察

命題

を法とした一般フィボナッチ数列は必ず初項に回帰する



証明

一般フィボナッチ数列の第 項と第 項の対を第 項と

した対の列の初項を とすると第２項は と

なる。 とおくと

より第 項は と表せる。

を法とした場合 は全部で 個なので

を満たす が必ず存在

する。ここで両辺に を左から掛け、 と置くと

となる。よって を法とした一

般フィボナッチ数列は必ず初項に回帰する。



推測

最大周期と の関係

法 が

の時の最大周期は の約数である。

の時の最大周期は の約数である。

の時の最大周期はどちらの約数でもない。



例

以下の法 の時の最大周期と の関係

最大周期



の補対

について全空間 の中から、 とな

るような を求めると の時 と の場合で

は同じ軌道内に が必ず存在する。

しかし、 の場合では別の軌道に が存在するものが

１つはある。

例 の時 と 別の軌道に存在する

と 同じ軌道内に存在する

の時 と 別の軌道に存在する

と 同じ軌道内に存在する

の時 と 別の軌道に存在する

と 同じ軌道内に存在する

の時 と 別の軌道に存在する

と 同じ軌道内に存在する



法 と法 の時の一般フィボナッチ数列の最大周期

法 の時の一般フィボナッチ数列の最大周期は法 の時の

一般フィボナッチ数列の最大周期を 倍したものとなる。



例

法 と法 の時の一般フィボナッチ数列の最大周期

最大周期



法 の時と法 の時の類方程式の関係


